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２．清華大学（中国）

（１）概要

清華大学短期研究者受入プログラムに参加し、研究分野における教育法の実践と応用を学ぶとともに、希望により清華大学対外漢語文化教学センター（International Chinese Language & Culture Centre）で中国語及び中国文化を習得することができる。また、清華大学の英語で開講される授業の受講、または日本語・日本文化分野においては清華大学の日本語学科での授業を担当することもできる。

（２）開始時期

9月初旬～1月中旬まで（但し、希望により期間短縮することができる。）
※派遣が決定した場合、中国のFビザ（３ヶ月～６ヶ月）を取得する必要がある。
（３）派遣条件

①博士号取得者で3～5年以上の教育経験を有すること。

ただし、語学分野においては、修士号または博士号取得者で教育経験を有すること。
②受入部局については、事前調整が必要。詳細は下記の（５）－③を参照。
（４）費用

①宿泊費と生活費。
※宿泊は清華大学の研究者用宿舎を利用。費用は、約168人民元（3,200円）／日

（宿舎の場所によって費用が異なることもある）。
②オプションで中国語学習を希望する場合、別途費用が必要。
一学期12,600人民元（約25万円）。
③専門科目を受講する場合、別途費用が発生することがある。
（５）内容等
①受入部局について：希望する研究分野及び研究者について、まず清華大学HPに掲載されている研究者情報から興味を持つ研究者2～3名を選び、直接研究者と連絡を取り、承諾を得た上に、その結果を岩手大学国際課に報告する。岩手大学国際課から清華大学国際交流合作処を通して受入について照会し、受入手続きを行う。（※清華大学には准教授以上の教員が3,000人以上在籍し、優れた研究実績を持ち、海外滞在経験者も多く在籍し、英語による交流も可能である。）
②中国語コース：１週間の授業時間は20時間（1日平均4時間・午前または午後）。

清華大学対外漢語文化教学センターの中国語コースは、初級から中級まで８レベルに分かれており、科目数は会話、リスニング、総合漢語、読解、作文、朗読、総合、討論、新聞や雑誌を読む、人気ニュースについて、など10以上に及ぶ。中国語のレベルに応じ、学部の専門科目の授業を聴講することも可能。中国書道、中国絵画、太極拳、中国文化、中国歴史の文化体験・理解のプログラムも用意されている。

③英語による大学院科目の聴講：清華大学の大学院には英語のみで修了できるコースが修士課程で10、博士課程で１あり、英語による学部科目も200以上ある。本プログラムでは上記の英語による授業の受講が可能である。（シラバス等は次のリンクを参照：http://intlstudent.cic.tsinghua.edu.cn/EN/PIE/pie.html）
④授業（希望があれば）：日本語・日本文化分野において清華大学日本語学科での授業を担当することができる。但し、報酬は無い。
（６）期待される効果：

各研究分野における教育法の実践と応用を学び、必要に応じて英語で開講される授業の受講、または日本語学科での授業を担当することなどを通じ、専門分野の教育力向上が期待できる。また、清華大学・対外漢語文化教学センター（International Chinese Language & Culture Centre）で、自らのレベルに応じた中国語コースを受講し、中国語力向上も期待できる。
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